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	常任司教委員会
	■5月定例常任司教委員会
	報　告


	1.　 2025年の聖年準備のためのZoomミーティングについて 2025年の聖年準備のためのZoomミーティングが4月14日に開催され、2022年9月の常任司教委員会で2025年聖年の連絡調整担当となった川口 薫事務局長が参加した。5月8日付メールで教皇庁福音宣教省から送付された同会合の記録をもとに、会議概要が報告された。
	審　議

	1.　 2024年「祈祷の使徒」日本の教会の意向について 2024年祈祷の使徒「日本の教会の意向」（案）については、本常任司教委員会の諸意見に基づき修正を加え、6月の常任司教委員会で再検討を行う。
	2.　 「司教の集い」の今後のあり方について 本常任司教委員会の諸意見に基づき、今後の「司教の集い」のあり方を７月の第1回臨時司教総会に提案する。
	3.　 中央協議会発行出版物の企画について 出版審議会から提出された以下の書籍を中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。
	① 書籍名『教会の祈りの総則』
	② 書籍名『恥でないことを恥とする時、それは本当の恥になる』（ 仮題）
	■6月定例常任司教委員会
	報　告


	1.　 菊地 功大司教国際カリタス総裁就任について バチカンに本部がある国際カリタスは、2023年5月13日、第13代総裁に菊地 功大司教を選任した。国際カリタスは1951年に教皇ピオ12世が認可した国際NGOで、災害や戦争、貧困、迫害などによって困難な立場にある人々を、人種や宗教を問わず援助している。160を超える国の司教協議会が認める各国のカリタスによる連合組織であり、国際NGOとしては、国際赤十字に次ぐ大規模な組織。総裁はこの連盟組織の運営責任を担う。任期は一期4年。
	審　議

	1.　 2023年度第1回臨時司教総会の内容確認について 本年7月18日（火）-21日（金）開催予定の臨時司教総会で取り扱う事項と行事予定を確認した。なお、議案の確定は7月常任司教委員会で行う。
	2.　 「すべてのいのちを守るための月間」の具体的取り組み一部変更について 「ラウダート・シ」デスクから提案のあった2020年5月9日付の日本カトリック司教協議会「すべてのいのちを守るための月間」の具体的取り組みの一部変更を承認した。
	3.　 2023年度第1回臨時司教総会中に開催する「司教の集い」の提案について 2023年度第1回臨時司教総会での「司教の集い」の内容については、「教会の倫理的刷新」について学ぶこととし、講師を東京教区の田中 昇師に依頼する。
	4.　 2024年「祈祷の使徒」日本の教会の意向について 5月常任司教委員会の諸意見を受けて修正した2024年「祈祷の使徒」の日本の教会の意向を承認した。
	5.　 2024年4月の日本司教団アド・リミナに合わせて提出する司教協議会の報告書について 2024年4月の日本司教団のアド・リミナに合わせて提出する日本司教協議会の報告書については、各委員会・部門・デスクから提出された報告書に加え、司教協議会として主催した行事や発表文書を盛り込み、準備を行う。
	6.　 2024年度日本カトリック司教協議会年間行事予定について
	① 2024年度の司教総会の日程案を以下のとおり2023年度第1回臨時司教総会に提案する。
	② 2024年4月-2025年3月までの常任司教委員会の日程を確定した。
	③ 2025年2月の定例司教総会日程案を2月17日（月）-21日（金）までとすることを申し合わせた。

	7.　 中央協議会発行出版物の企画について 出版審議会から提出された以下の書籍を中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。
	社会司教委員会
	■拡大合同会議
	審　議


	1.　 各委員会秘書より、2022年度事業報告と2023年度活動計画が報告された。
	2.　 カトリック会館のリニューアルに伴う司教協議会、中央協議会内の組織改編について
	1)  社会系（社会司教委員会、社会福音化推進部）の再編の検討には、社会福音化推進部長、課長、秘書、司教（1名）でチームを構成し、チーム担当司教に森山信三司教が就任する。
	2)  社会系（社会司教委員会、社会福音化推進部）の再編に関する意見交換をおこなった。

	3.　 2023年夏に広島教区、長崎大司教区で予定している米国ウエスティン大司教（ニューメキシコ・サンタフェ大司教区）、エティエンヌ大司教（シアトル大司教区）の招聘について、ウェイン・バーント司教（正義と平和協議会）より進捗状況が報告された。
	典礼委員会
	■典礼音楽担当部門
	審　議


	1.　 新しい「ミサの賛歌」に対する意見書への対応、ならびに典礼委員会に寄せられた新作の「ミサの賛歌」について検討した。
	■定例会議
	報　告


	1.　 オンライン版「教会の祈り」進捗状況 掲記サイトは今年の復活祭を目途に公開される予定だったが、担当者から作業遅延の連絡を受けた。今後の予定として、掲記作業が終了次第、当委員会で確認し、カトリック中央協議会ウェブサイトで公開する。
	2.　 『教会の祈りの総則』発行について 5月の常任司教委員会で承認された掲記冊子は、6月中に発行される予定。
	審　議

	1.　 全国典礼担当者会議について 本年9月4日-6日に中軽井沢・御聖体の宣教クララ修道会で開催予定の掲記会議について、前回会合での意見交換に基づいて作成された案内およびプログラムの最終確認を行った。テーマは「新しい『ミサの式次第』の実施を受けて」。
	2.　 『典礼憲章』分冊の重版について 掲記冊子が在庫切れとなったため、1,000部の重版を依頼することとした。本年は掲記憲章発布から60周年にあたるため、当委員会として積極的に周知する機会を検討する。
	3.　 「諸聖人の連願」口語化について 前回会合を受けて修正された、諸儀式書に掲載されている「諸聖人の連願」について確認を行った。今会合での意見と合意事項をもとに修正し、7月に開催される臨時司教総会への提案に向けて準備する。
	■『ミサ典礼書』改訂委員会
	審　議


	1.　 「信心ミサ」「死者のためのミサ」の入祭唱・拝領唱の日本語訳について検討した。
	難民移住移動者委員会
	■第4回事務局会議
	報　告


	1.　  人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）より
	2.　  ベトナム人司牧関連
	審　議

	1.　  アド・リミナにあたっての司教協議会報告書へのトピックの提案について、たたき台をもとに意見交換した。出された意見を踏まえて、委員会からの提案としてまとめ、提出する。
	2.　  「世界難民移住移動者の日」の広報活動のスケジュールを確認した。
	3.　  社会司教委員会司教・秘書・事務局合同会議に向けて、委員会の規約内容と現状について確認した。
	4.　  緊急援助金3件について、承認した。
	5.　  アドボカシー啓発プロジェクトとして、入管法改悪反対の活動を促進する。
	6.　  全国担当者・ネットワーク合同会議と定例委員会の議題について討議した。
	■第2回定例委員会
	報　告


	1.　  人身取引問題に取り組む部会（タリタクム日本）報告
	2.　  船員司牧部会（ステラマリス日本）報告
	3.　  第109回「世界難民移住移動者の日」教皇メッセージ“Free to choose whether to migrate or to stay”が発表された。今年の「世界難民移住移動者の日」は、9月24日。ポスター、委員会メッセージ等、今後準備する。
	4.　  2023年度管区セミナーについて 大阪管区は10月28日（土）午後、名古屋教区の布池教会地下ホールを会場に開催予定。東京管区セミナーは仙台での開催で、日程は今後仙台教区の都合に合わせて決定する。長崎管区は6月1日美野島司牧センターでの管区会議で話し合う予定。
	5.　  ベトナム人司牧関連報告  4月19日に開催されたベトナム人司牧教区担当者会議報告のほか、5月の連休中に静岡県裾野市で開催された青年大会について、委員会より参加した山野内倫昭司教、山岸委員より感想が分かち合われた。
	6.　  外国人住民基本法の制定を求める、全国キリスト教連絡協議会（外キ協）・難民・移住労働者問題キリスト教連絡会（難キ連）関連報告  6月にソウルで予定されていた国際シンポジウムは延期になった。「入管法改悪反対」には外キ協も最重要課題として取り組んでいる。6月広島でのNPO法人 移住者と連帯する全国ネットワーク（移住連）の全国ワークショップ開催に合わせて、9日（金）に「キリスト者ネットワークミーティング」を予定している。東日本大震災以降休止状態だったため久しぶりの開催となる。
	7.　  アドボカシー啓発プロジェクト報告
	8.　  各地からの報告
	審　議

	1.　  10月24日-25日担当者・ネットワーク合同会議企画に向けた意見交換、準備日程確認について
	2.　  次回9月の定例委員会での講師提案について
	■第3回船員司牧（ステラマリス）コア会議
	報　告


	1.　  各教区・港の報告、情報共有
	2.　  委員会からの報告、情報共有
	3.　  長年名古屋で船員司牧活動に携わられ、船員司牧の全国担当者も務められた山口正美師が帰天された。8月の全国会議でささげるミサで、山口師のため皆で祈ることを申し合わせた。
	審　議

	1.　  2023年「船員の日」準備について  船員の日メッセージは、例年の日本語、英語のほか、今年はスペイン語、ポルトガル語、ベトナム語、中国語、インドネシア語にも翻訳し、ウェブサイトに掲載する。
	2.　  7月17日（月・海の日）にオンライン開催予定の全国研修会は、「ともに歩む ステラマリス ～協働、連帯、そして信仰～」をテーマに、今年は、漁業従事者から、外洋で漁をするということ、養殖という漁業のあり方について、そして国際運輸労連（ITF）コーディネーターから、ポストコロナの船員たちの状況についてお話をうかがう。当日のタイムテーブルを決定した。
	3.　  各種出版物等作成について話し合った。8月の全国会議で配布できるよう準備する。
	カリタスジャパン
	■第3回 啓発部会
	報　告


	1.　 事務局報告
	2.　 その他報告（援助部会、カリタスジャパン委員会）
	審　議

	1.　 国際カリタスキャンペーン「TOGETHER WE」について
	1)  キャンペーン「行動の年」について キャンペーン概要、「行動の年」（2023）の目標、進め方、スケジュール、及び、推進ツールとしてWe are Caritas（ニュースレター）27号（6月30日発行）を活用し、分かち合いを通してキャンペーンを広め、つなげていくことが説明された。
	2)  動画作成について キャンペーンの周知にも生かせる動画作成を進めることを確認した。既存資料の活用にあたり、初出席を含め未視聴の委員もいることから動画資料を視聴し、キャンペーン全体を含めて意見交換を行った。

	2.　  その他
	■第3回 事務局会議
	報　告


	1.　  国際カリタス総会報告 5月11日-16日にローマで開催された国際カリタス総会に担当秘書、秘書が出席した。秘書より主に以下の内容について報告があった。
	2.　  カリタスアジア臨時総会報告 5月10日にカリタスアジア臨時総会がローマで開催された。カリタスアジア総裁にバングラデシュのロザリオ氏が再選され、3月7日-8日開催の会議議事録も承認された。日本は、3月8日の臨時総会にて、カリタスアジアならびに国際カリタス理事会メンバーに選出されている。
	3.　  その他
	審　議

	1.　  カリタスジャパン委員会・部会合同会議の議事次第 6月23日開催の議事次第および関連検討事項について協議した。
	2.　  中期戦略計画ワークショップ（7月10日（月）-12日（水）開催） コンサルタント打合せの結果報告と提案に関する検討を行った。
	3.　  「TOGETHER WE」キャンペーン募金
	4.　  その他
	正義と平和協議会
	■事務局会議
	報　告


	1.　 事業進捗状況
	2.　 正義と平和井戸端協議会 第10回　5月19日（金）テーマ　　放射能汚染水を海に捨てないで
	3.　 部会報告
	4.　 社会司教委員会拡大合同会議の報告。振り返りと意見交換を行った。
	5.　 9条世界宗教者会議　2024年2月開催予定。実行委員会の報告
	審　議

	1.　 「沖縄慰霊の日」（6月23日）に発表する声明文の文案を前回会議後、委員に稟議した。それをもとに、文案を確定する。
	2.　  日韓脱核平和巡礼の予算について 6月30日から7月2日の下見についての概要と予算について検討した。
	3.　  日本司教団2024年アド・リミナ報告事項―正義と平和協議会のトピックについて
	4.　  次回定例委員会（6月24日）議案について
	子どもと女性の権利擁護のためのデスク
	■2023年度　第2回事務局会議
	報　告


	1.　 事務局報告 事務局より、社会司教出前研修会の依頼、各教区の窓口担当者リストの共有についての進捗状況、事例相談の対応について報告した。
	審　議

	1.　  2023年　活動計画（後期に向けて）
	1)   社会司教委員会「出前研修」ガイドラインについて 講師については「未成年者と弱い立場におかれた成年の保護のためのガイドライン」運用促進部門に相談し、検討を行う。
	2)   デスクの活動内容の確認 7月の事務局会議までに、各教区（現場）からの課題についてまとめる。
	3)   デスクの体制について
	①  委員選出（定例委員、専門委員など） 現時点では定例委員はおかず、特定の課題などについて、有識者との会議を開く方向性で進める。
	②  教区担当者の任命依頼について 部門の教区窓口担当者リストを共有した上で、継続審議する。


	2.　  ガイドラインについて 継続審議となった。
	3.　  その他 現在公開保留しているデスクのウェブサイトは、教区の相談窓口のページを除き、最新の「性虐待被害者のための祈りと償いの日」の司教協議会会長メッセージを追加した形で再オープンする。
	「ラウダート・シ」デスク
	■2023年度第5回会議
	報　告


	1.　 5月1日付で、委員の瀬本正之師が秘書に就任した。
	2.　 完成したロゴマーク、制作中のウェブサイトとSNSの作業経過を確認し、ウェブサイトは6月中旬の公開を申し合わせた。
	1.　 すべてのいのちを守るための月間（9月1日-10月4日）用パンフレット 月間中、共同体や個人で振り返るための招きとなる、パンフレット内容を確定した。7月の司教総会で紹介した後、各教区に郵送で案内を送付する。
	2.　 「ラウダート・シ」ゴールズ ７つの「ラウダート・シ」ゴールズ（LSGs）の訳文を確定した。
	3.　 啓発冊子「ともに生きるために（仮題）」 原稿修正案の作成委員より、目次案に沿って構成変更の説明が行われた。次回会合までに、zoomを活用して複数回の検討を行う。
	中央協議会事務局
	■総務


